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研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
画
一
的
一
て
、
オ
ピ
オ
イ
ド
感
受
性
が
低
一
橋
病
院
で
下
顎
形
成
外
科
手
術
(

で
強
い
柑
み
が
生
じ
る
下
顎
形
一
い
と
考
え
ら
れ
る
溜
伝
子
多
型
一
を
受
け
る
患
者
を
対
象
に
、
今

成
外
科
手
術
に
注
目
し
、
そ
の
一
の
ア
レ
ル
保
有
者
で
は
、
低
い
一
回
発
見
し
た
遺
伝
子
多
型
及
び

一
術
後
柊
間
管
理
に
必
要
な
鎖
紺
一
依
存
車
産
度
の
指
標
及
び
パ

l
一
こ
れ
ま
で
同
定
し
た
鎮
痛
薬
感
J

一
刷
用
問
と
忠
者
の
泊
伝
子
多
型
と
一
ソ
ナ
リ
テ
ィ
質
問
紙
に
お
け
る
一
受
性
関
連
多
型
な
ど
を
予
測
変
司

一
の
関
型
住
ゲ
ノ
ム
ワ
イ
ド
関
連
一
低
い
報
酬
依
存
ス
コ
ア
と
そ
れ
一
数
と
し
て
、
忠
者
個
々
人
に
合
一

一
解
析
へ
G
W
A
S
)
に
よ
っ
て
一
ぞ
れ
関
連
し
て
い
る
こ
と
も
分
一
っ
た
鎮
痛
薬
投
与
盟
を
予
測
す
一

東
京
都
医
学
総
合
附
究
所
の
一
期
待
さ
れ
る
。
米
科
学
雑
誌
モ
一
療
の
現
場
で
は
き
わ
め
て
堕
要
一
ら
れ
な
い
た
め
、
酒
や
タ
バ
コ
一
調
べ
、

2
議
染
色
体
長
腕
の
特
一
か
っ
た
。
一
る
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
接
相
治
療
一

西
海
大
納
・
研
究
員
と
池
田
和
一
レ
キ
ュ
ラ
1
・
サ
イ
カ
イ
ア
ト
一
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
一
な
ど
合
法
な
依
符
性
物
簡
を
棋
一
定
領
域
に
お
け
る

r
s
2
9
5
一
こ
の
組
伝
子
多
型
は
鍛
痛
や
一
を
実
施
し
て
お
り
、
今
回
同
定

降
・
参
事
研
究
員
ら
の
グ
ル
l
一リ
l
の
オ
ン
ラ
イ
ン
版
に
幻
日
一
こ
れ
ま
で
鎮
痛
離
感
受
性
は
、
一
取
し
て
深
刻
な
依
存
拡
に
な
っ
一

2
7
6
8と
い
う
溜
伝
子
多
型
一
依
存
の
個
別
化
医
療
を
契
胞
す
一
し
た
泊
伝
子
多
型
に
閲
す
る
泊

ブ
は
、
出
京
歯
科
大
学
な
ど
日
一
掲
載
さ
れ
た
。
一
時
間
、
コ
ス
ト
、
労
力
を
か
け
一
た
り
、
非
合
法
の
依
存
性
描
物
一
が
手
術
後
目
時
間
に
お
け
る
オ
一
る
上
で
、
最
有
力
な
趨
伝
子
多
一
伝
子
検
査
が
医
療
上
有
用
で
あ

機
関
と
の
共
同
研
究
で
、
網
羅
一
鎖
痛
薬
に
対
す
る
感
受
性
に
一
た
試
行
錯
誤
に
よ
っ
て
調
べ
ら
一
に
ま
で
手
を
出
し
て
し
ま
っ
た
一
ピ
オ
イ
ド
性
鍛
賄
離
の
必
要
盛
一
型
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
一
る
か
ど
う
か
の
検
証
を
行
う
。

的
な
ゲ
ノ
ム
解
析
に
よ
り
、
鎮
一
は
個
人
差
が
大
き
く
、
痛
み
の
一
れ
て
き
た
。
一
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
大
き
一
と
荷
溜
に
関
迎
し
て
い
る
こ
と
一
前
に
鎖
痛
薬
必
要
投
与
閣
を
予
一
さ
ら
に
、
ガ
ン
性
度
胸
患
者
を

痛
薬
感
受
性
と
依
存
璽
症
度
の
一
治
療
を
す
る
上
で
大
き
な
問
題
一
ま
た
、
依
存
の
軍
症
化
に
も
一
な
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
一
を
見
い
だ
し
た
。
次
に
、
こ
の
一
測
し
て
早
期
か
ら
適
切
な
陣
痛
一
対
象
と
し
た
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド

両
者
に
附
加
盟
す
る
泊
伝
子
配
列
一
に
な
っ
て
い
る
o
W
H
O
に
よ
一
大
き
な
個
人
器
が
あ
り
、
同
じ
一
い
る
。
一
週
伝
子
多
型
と
オ
ピ
オ
イ
ド
性
一
治
療
を
行
っ
た
り
、
事
前
に
依
一
壁
崩
治
療
の
興
一
胞
も
目
指
す
と
一

の
差
興
を
見
い
だ
し
た
。
こ
の
一
る
ガ
ン
性
煙
席
治
療
指
針
の
一
h
一
依
存
性
物
質
を
間
程
度
摂
取
し
一
こ
の
個
人
差
が
発
生
す
る
原
一
鎖
腐
葉
必
塑
聞
と
の
闘
に
見
い
一
存
症
が
悪
影
山
し
や
す
い
か
ど
一
い
う
。
九

発
見
に
よ
り
、
鎖
一
楠
誕
の
適
国
一
原
則
の
一
つ
に
「
患
者
む
と
に
一
て
も
、
深
刻
な
依
存
症
に
陥
る
一
因
の
一
つ
に
、
組
伝
的
要
因
が
一
だ
さ
れ
た
関
迎
性
は
、
別
の
術
一
う
か
を
予
測
し
て
予
防
や
治
療
一
ま
た
、
今
回
同
定
し
た
泊
伝
一

や
彊
度
の
依
存
に
な
る
リ
ス
ク
一
崩
壊
を
求
め
る
こ
と
」
が
あ
げ
一
人
と
、
そ
う
で
な
い
人
が
い
る
一
あ
る
の
紅
年
の
泊
伝
子
解
析
技
一
式
で
あ
る
開
腹
手
術
に
お
け
る
一
に
役
立
て
た
り
す
る
な
ど
、
個
一
子
領
域
に
存
在
す
る
迫
伝
子
等
一

志
伝
子
検
査
に
よ
っ
て
き
一
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
笠
た
め
、
治
療
や
予
防
を
行
う
上
一
術
の
進
歩
に
よ
り
、
器
薬
感
一
術
後
需
に
お
い
て
も
再
現
さ
一
々
人
の
体
質
に
合
わ
せ
た
喜
一
若
者
、
そ
れ
ら
の
泊
伝
子
…

か
じ
め
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
一
翼
感
受
性
が
個
々
人
で
岩
一
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
一
産
の
個
人
差
に
寄
与
し
う
る
一
定
。
一
治
安
定
在
治
療
の
兜
鹿
一
が
オ
ピ
オ
イ
ド
感
受
性
や
依
存
一

う
に
な
り
、
効
果
的
、
効
率
的
一
り
、
患
者
ご
と
の
鎖
痛
薬
感
受
一
現
在
は
、
深
刻
な
依
存
に
陥
一
泊
伝
的
盟
国
を
特
定
す
る
こ
と
一
さ
ら
に
、
物
自
依
存
症
墨
由
一
が
加
速
す
る
と
考
唱
え
ら
れ
る
。
一
重
症
度
に
影
鰐
す
る
メ
カ
一
一
夫

な
医
搬
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
一
性
を
把
障
す
る
こ
と
が
時
府
治
一
る
リ
ス
ク
が
あ
る
人
を
見
分
け
一
が
可
能
に
な
っ
た
ο

一
及
び
仙
集
団
の
健
常
者
に
お
い
一
現
夜
、
東
京
歯
科
大
学
水
道
一
ム
の
解
明
も
進
め
る
。

鎮
痛
に
も
依
存
に
も
影
響
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ヒ
ト
遺
伝
子
配
列
の
差
異
発
見
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